





































































話しことばで書かれた内容（図 1）を書きことばで要約した文章 45 編（中国人
学習者群 19 編、韓国人学習者群 14 編、日本語母語話者群 12 編）を分析資料とし
た 2。中国人学習者群 19 編及び韓国人学習者群 14 編は、前述した鎌田（2010）に
よるものと同一であり、日本の大学に在籍する外国人学部留学生 1 ～ 3 年生（日
本語能力試験 1 級レベル相当、1 年生 15 名、2 年生 2 名、3 年生 16 名）33 名が書












Performance-Oriented Test）ver.2（フォード丹羽他 , 1995; 小林他 , 1996）により確認した




とによる。字数は、もとの文章のおよそ 3 分の 1 とした。この課題の後、内容理解を問







































































韓国人学習者群ともに、a 型が全体の 8 割前後を占め、日本語母語話者群同様に、
具体例は上位概念を示す語句によって言い換えられていた。その他の内訳は全て
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 図 3　使用語彙 〔用言〕 ： 中国人学習者群
 図 4　使用語彙 〔用言〕 ： 韓国人学習者群
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